
· 休日・夜間等の震災時における参集基準（例）
	配備体制
	配備基準
	参集基準

	第１配備
警戒体制
	津波注意報が発表
	

	第２配備
厳重警戒体制
必要に応じ
災害対策本部設置
	震度４以上の地震が発生
	

	
	津波警報が発表
	

	第３配備
災害対策本部設置
	震度５弱の地震が発生
	

	
	震度５強の地震が発生
	

	
	大津波警報が発表
	


※保育者等の緊急連絡網を整備する。
※津波の危険性のある地域では、別途参集場所を決めておく。
※保育者等の人数や各園の実態に応じた体制を決めておく。
· 休日・夜間等の参集後の対応（例）
	所長・園長等
	・園児、保育者等の安否確認をする。
・施設等の安全確認をする。
・関係機関に情報連絡をする。
・休園等の措置について決定する。
※所長・園長等が不在の場合は、順次代理者が指示する。
	・園児、保護者、保育者等の安否について情報共有をする。
・今後の対応について共通理解する。

	保育者等
	・園児、保護者の安否確認をする。
・園児の避難状況等の情報収集を行う。
・施設等の安全確認をする。
・その他、所長・園長等の指示に従い臨機応変に対応する。
	


